
Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

12 － 20
8 － 20

23 － 29
23 － 8

－

兵　庫 秋　田
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 (C) 2 0 1 0 0 0 1 4 * (C) 8 0 4 0 2 3 5

5 0 0 0 0 0 0 0 5 - - - - - - -

6 8 0 4 0 0 6 0 6 0 0 0 0 3 1 0

7 0 0 0 0 1 4 0 7 12 0 5 2 1 4 1

8 11 1 3 2 2 0 2 8 2 0 1 0 0 1 0

9 0 0 0 0 0 2 0 9 4 0 2 0 0 4 0

10 0 0 0 0 0 1 0 10 * 24 4 6 0 0 4 3

11 * 1 0 0 1 1 1 4 11 * 0 0 0 0 1 2 0

12 * 7 1 2 0 0 1 0 12 * 18 1 7 1 3 9 1

13 * 5 1 1 0 1 0 0 13 * 9 1 3 0 1 5 0

14 * 19 0 9 1 4 16 0 14 0 0 0 0 2 1 1

15 * 13 0 5 3 0 6 2 15 - - - - - - -

0 0

66 3 25 7 9 37 9 77 6 28 3 13 34 11

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

兵　庫 秋　田66 77

2014年10月18日(土) 会場： 大村市体育文化センター13:30

成年女子１回戦

主審

副審

● ○岩田　千奈美（東京）

山田　豊弘（香川）

野口　美香子

選　手　氏　名

中辻　ひとみ

溝口　由菜

No. 18E3 日時：

選　手　氏　名

荷出　芙巳代

野上　夕歌

合計

戦　　評

記載者 桑原　盛雄 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

成田　麻沙美

大山　未由

加藤　三津子

小山　華奈子

岩橋　美帆

高橋　実紋

間崎　菜々美

木原　恵里奈

佐々木　知香

平岩　素菜

畔川　里穂

コーチコーチ 中村　征士

金　吏子

橋田　幸華

鈴木　友佳子

小松　恵

北山　愛梨

永野　友香里

加藤　茉奈美

半田　祐毅

伊藤　美和子
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兵 庫 秋 田

両チームともマンツーマンでスタート。立ち上がりゆっくりとした攻めの攻防から徐々に硬さが取れた秋田の

外角シュートが決まりだし、１２－２０で秋田リード。２Ｑ、開始から秋田＃１０の３Ｐ、２Ｐの連続得点と、＃１

２のドライブインが決まり一気に引き離す。兵庫もドライブインを多用しゴール下を攻めようとするが、秋田

の堅いディフェンスを破れない。秋田はリバウンドから得点を重ね、４０－２０と秋田リードで前半終了。

３Ｑ、開始６分、兵庫はオールコートマンツーマンに変え、追い上げを図ろうとするが、秋田は＃７のゴール

下、＃１０の速攻と３Ｐ、＃１３の３Ｐとバランスよく得点を重ね、４３－６９と秋田リード。４Ｑ、兵庫はオール

コートマンツーマンを続けるも、秋田の巧みなボール運びをなかなか崩せない。兵庫＃８、＃１５の連続得

点で果敢に追い上げるも、終始余裕の試合運びをした秋田が６６－７７で勝利した。



Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

23 － 28
18 － 17
18 － 24
14 － 13

－

北海道 愛　媛
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 7 1 2 0 2 3 0 4 * 19 1 8 0 4 6 5

5 * 0 0 0 0 0 1 0 5 * 10 2 2 0 2 6 1

6 11 3 1 0 1 3 3 6 * 22 3 5 3 3 6 1

7 * (C) 24 1 7 7 3 10 3 7 0 0 0 0 0 1 0

8 - - - - - - - 8 * 10 0 5 0 3 2 0

9 0 0 0 0 0 1 0 9 - - - - - - -

10 * 1 0 0 1 2 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0

11 - - - - - - - 11 - - - - - - -

12 * 13 1 4 2 2 2 0 12 - - - - - - -

13 6 0 3 0 2 4 2 13 * (C) 10 1 3 1 1 4 2

14 * 9 0 4 1 0 4 2 14 0 0 0 0 1 1 0

15 2 0 1 0 1 3 2 15 11 1 4 0 1 1 1

0 0

73 6 22 11 13 31 12 82 8 27 4 15 27 10

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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コーチコーチ 野口　まゆみ

熊　美里

堀内　聡美

田村　未来

村上　直子

棈木　由依

二宮　瀬莉奈

大森　彩乃

渡部　治

柏　彩

酒井　景子

山口　珠貴

小澤　美咲

渡邉　かおり

黒川　幸恵

佐々木　悠

今野　麻依

熊谷　いずみ

三谷　彩

藤原　恵美

佐藤　風花

合計

戦　　評

記載者 松尾　卓賢 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

野口　まゆみ

山内　あずさ

No. 18E4 日時：

選　手　氏　名

菅原　伸素美

安澤　祐貴

○黒岡　和哲（大阪）

國吉　由華（沖縄）

杉内　那緒

選　手　氏　名

競技記録

北海道 愛　媛73 82

2014年10月18日(土) 会場： 大村市体育文化センター15:15

成年女子１回戦

主審

副審

●
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北海道 愛 媛

１Ｑ、両チームともマンツーマンでスタート。序盤は硬さが見えた両チームだが，徐々にオフェンスのリズムを

作り出す。北海道＃１２、＃７、愛媛＃５、＃６とどちらも連続３Ｐで加点し、その後も得点を重ねていく。２３－

２８で愛媛リード。２Ｑ、１分経過したあたりから愛媛は得点できない時間帯が３分ほど続く。その間に北海道

は＃１４の連続得点などで３４－３２と逆転する。しかし、愛媛は＃６を中心にディフェンスからリズムを取り戻

し、スティールからの連続得点で再び逆転。４１－４５愛媛リードで前半終了。

後半に入り，愛媛は＃４、＃６、＃５の３Ｐやスティールからの速攻で得点を重ねていく。北海道も３Ｐやドライ

ブ、＃１２、＃１４の高さで応戦するが５９－６９愛媛リードで３Ｑ終了。４Ｑ開始３分半、北海道＃７の連続得

点で６７－７１となったところで愛媛タイムアウト。その後はどちらも譲らない試合展開が続いたが、７３－８２

で試合終了。北海道も最後まで果敢に戦った見ごたえのあるゲームであった。



Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

22 － 20
21 － 16
20 － 21
22 － 31

－

長　崎 愛　知
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 7 1 1 2 3 7 1 4 (C) 0 0 0 0 2 1 1

5 * 1 0 0 1 1 3 1 5 - - - - - - -

9 6 2 0 0 1 1 2 6 0 0 0 0 1 0 0

7 * 20 1 8 1 4 10 4 7 8 0 3 2 3 2 1

14 - - - - - - - 8 2 0 1 0 1 0 0

13 3 1 0 0 1 0 0 9 * 2 0 1 0 0 2 0

15 * 24 0 9 6 3 11 3 10 0 0 0 0 0 0 0

8 4 0 2 0 0 3 1 11 * 38 3 10 9 2 8 4

10 0 0 0 0 1 1 2 12 * 28 2 11 0 2 5 2

6 * 20 0 9 2 5 4 4 13 * 9 0 4 1 1 8 1

11 - - - - - - - 14 * 1 0 0 1 3 5 1

12 - - - - - - -

0 0

85 5 29 12 19 40 18 88 5 30 13 15 31 10

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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コーチコーチ 太田　京子

松島　有梨江

磯貝　華奈子

安井　彩

佐藤　ひかる

萩尾　千尋

知久　麻美

山本　美緒

井上　友幸

桂　葵

高木　優里

東方　優希奈

松木　結香

小磯　典子

下田　弥生

川上　聖子

花田　有衣

角畑　莉子

武藤　里衣子

二宮　可南子

合計

戦　　評

記載者 吉井　晃 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

永田　睦子

兼頭　沙樹那

No. 18F3 日時：

選　手　氏　名

菊川　仁美

大倉　悦子

○有澤　重行（山口）

熊谷　久美子（青森）

林田　明佳

選　手　氏　名

競技記録

長　崎 愛　知85 88

2014年10月18日(土) 会場： 大村市体育文化センター13:30

成年女子１回戦

主審

副審

●
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長 崎 愛 知

長崎はマンツーマン、愛知はオールコートプレスでスタート。長崎は＃７、＃１５のインサイドを起点に加点、愛知は＃１２

のインサイドやスクリーンプレーによる合わせで応戦し、長崎が２点リード１Ｑ終了。愛知が＃１１の個人技を中心に攻め、

長崎も＃１５のリバウンドシュートなどで応戦するが、開始４分愛知が４点リードしたところで長崎がタイムアウト。愛知＃

１１へのチェックが厳しくなり、セットプレーで応戦するが、リングに嫌われ、思うように得点できない。長崎はポストからの

合わせを中心に加点し、長崎が７点リードで前半終了。３Ｑ、互いにマンツーマンでスタート。愛知は＃１２を中心に徐々

に差を詰め、開始５分愛知が逆転したところで、長崎がたまらずタイムアウト。タイムアウト後、愛知はプレスでさらに引

き離しにかかるが、長崎は＃１５、＃７のインサイドを中心に巻き返し、残り３分長崎が逆転したところで愛知がたまらず

タイムアウト。長崎が６点リードし３Ｑ終了。４Ｑ、一進一退の攻防が続く中、長崎は＃７を中心に引き離しにかかるが、

愛知は＃１１、＃１２を中心に徐々に差を詰め、残り３分で逆転。長崎はタイムアウト。しかし、愛知の勢いが止まらない。

終始一進一退の攻防が続いたが、機動力に勝る愛知が競り勝った。開催県長崎も地元の熱い声援に応える白熱した好

ゲームであった。



Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

15 － 12
19 － 19
22 － 14
18 － 9

－

奈　良 福　井
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 2 0 1 0 2 7 4 4 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 5 4 0 1 2 2 4 0

6 - - - - - - - 6 * 2 0 0 2 3 4 3

7 12 0 6 0 1 2 2 7 * 15 0 5 5 1 8 2

8 0 0 0 0 2 1 0 8 0 0 0 0 0 0 0

9 3 1 0 0 1 1 1 9 0 0 0 0 0 0 0

10 * 10 0 2 6 2 3 0 10 * 4 0 2 0 0 3 1

11 2 0 1 0 3 3 0 11 11 1 4 0 2 1 1

12 * 3 1 0 0 2 0 0 12 (C) 0 0 0 0 2 0 0

13 * 17 0 8 1 3 6 4 13 * 11 0 2 7 2 5 3

14 * 14 0 6 2 5 10 0 14 0 0 0 0 3 1 0

15 11 1 4 0 0 7 1 15 * 7 0 2 3 4 3 0

0 0

74 3 28 9 21 40 12 54 1 16 19 19 29 10

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

奈　良 福　井74 54

2014年10月18日(土) 会場： 大村市体育文化センター15:15

成年女子１回戦

主審

副審

○ ●加藤　昌樹（愛知）

藤城　真理（福岡）

中松　葵

選　手　氏　名

明瀬　愛

山本　ホサキ

No. 18F4 日時：

選　手　氏　名

福井　菜月

徳田　華名子

合計

戦　　評

記載者 林　英晴 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

糸魚川　朋子

佐野　汐里

丸山　沙貴

秋山　文香

當山　シェリーリー

前島　憧子

松本　晏奈

ヌンイラ　玲美

岡本　遥奈

永澤　果歩

伊藤　夏樹

コーチコーチ 永保　司

小野里　千秋

中村　藍

若山　唯

伊藤　純

小林　香歩

木村　早帆

岩本　莉菜

古屋　充俊

小林　寛子
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奈 良 福 井

両チームともマンツーマンでスタート。立ち上がり、激しいディフェンスに両チームともにミスが目立つ。福井

は＃７のハイポストプレーを中心に攻める。奈良は＃１４にボールを集め、終盤、＃９が３Ｐを決め３点リード

で１Ｑ終了。２Ｑは、一進一退の攻防が続く。ディフェンスを緩めない奈良に対して、福井は＃７を起点に加

点する。奈良は＃１３、＃１４のインサイドプレーで得点する。奈良３点リードで前半が終了した。

奈良は激しいディフェンスからミスを誘い、徐々にリードを広げる。残り６分、＃１５の３Ｐで１０点差。福井は

＃１１が２Ｐを連続して決め、食い下がる。終盤ともに得点し、１１点差で３Ｑ終了。奈良に速攻が出始め、

リードを広げる。＃１４がゴール下のシュートを着実に決め、残り３分で１８点差。福井はタイムアウトを取る

が、流れは変わらずタイムアップ。奈良が勝利した。最後まで立ち向かおうとする真摯な姿が印象的な福井

チームであった。
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